
（別紙３）

～ 2026年　3月　31日

（対象者数）
42

（回答者数）
13

～ 2025年　2月　28日

（対象者数）
7

（回答者数）
2026年　3月　31日

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

専門職間の連携強化と支援内容の見直しを継続し、プログラ

ムの質向上を図る。また、外部研修への参加や事例検討会の

実施を通じて、職員一人ひとりの専門性を高め、より効果的

な療育支援の提供を目指す。

2

卒園後から就学後の適応期までのフォロー体制を強化し、学

校や関係機関との連携をより一層深める。保護者の方との情

報共有を密にし、ご家庭と学校、事業所が一体となってお子

様を支える体制づくりを推進する。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

希望者には別途相談時間を設定できる体制を整備し、保護者

が気軽に相談できる環境づくりを進める。

2

避難訓練の実施報告等、保護者の方への周知を強化する。ま

た、安全計画や各種マニュアルはいつでも閲覧いただけるこ

とを改めてお伝えし、安心して利用いただける環境づくりに

努める。

3

お子様一人ひとりの特性やニーズに応じた多様な療育プログラ

ム（個別指導・小集団活動・感覚統合・コミュニケーション訓

練・生活スキル習得等）を幅広く提供している。

保育士・心理士・作業療法士・音楽療法士など多職種の専門職

が連携し、多角的な視点からお子様の発達段階や特性を捉えた

支援を行っている。定期的なケースカンファレンスを通じて情

報共有を図り、チームとして一貫性のある支援を提供できるよ

う努めている。

学園卒園後から学校生活が安定するまで、継続的なフォロー体

制を整えている。お子様の成長段階に応じた切れ目のない支援

を大切にしている。

必要に応じて学校への連絡、保護者面談、保育所等訪問支援を

実施し、切れ目のない支援を提供している。就学先との情報共

有を丁寧に行い、お子様が新しい環境にスムーズに適応できる

よう配慮している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者の方と個別に話す時間が少ないこと。指導前後の限られ

た時間の中で、複数の保護者対応が重なることもあり、一人ひ

とりとじっくり向き合う機会を十分に確保できていない。

指導前後の限られた時間の中で、複数の保護者対応が重なるこ

とが多く、一人ひとりとじっくり話す機会を確保しにくい状況

がある。

避難訓練の実施状況や安全計画の存在など、非常時対応に関す

る情報が保護者の方に十分に伝わっていない点。

避難訓練は定期的に実施し、安全計画も策定しているものの、

その取組内容を保護者の方へ積極的に発信する機会が少なく、

周知が不十分な状況にある。

2026年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　５月　２6日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 のぞみ発達支援室きさらづ

○保護者評価実施期間
2026年　3月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


